
役務仕様書 

 

１ 役務名  

岡山市消防局消防用設備等点検及び防火設備点検 

 

２ 点検業務 

(1) 前期点検（総合点検、機器点検及び防火設備点検） 

ア ４消防署、西消防署高松出張所・高松地域センター、航空隊、消防教育訓練センター総合

訓練施設及び消防教育訓練センター水難救助訓練施設（計８か所）の消防用設備等の総合点

検及び機器点検（防排煙制御設備の点検含む） 

イ 北消防署、西消防署、中消防署、南消防署及び消防教育訓練センター水難救助訓練施設の

特定建築物に係る防火設備点検 

(2) 後期点検（機器点検） 

４消防署、西消防署高松出張所・高松地域センター、航空隊、消防教育訓練センター総合訓

練施設及び消防教育訓練センター水難救助訓練施設（計８か所）の消防用設備等の機器点検 

 

３ 期間   

(1) 前期点検（総合点検、機器点検及び防火設備点検） 

令和７年８月１日から令和７年９月３０日まで 

(2) 後期点検（機器点検） 

  令和８年１月１４日から令和８年３月２０日まで 

 

４ 点検場所     

(1) 北消防署（北区鹿田町二丁目4-1） 

(2) 西消防署（北区野殿西町427-1） 

(3) 中消防署（中区今在家地先） 

(4) 南消防署（南区浦安南町495-88） 

(5) 西消防署高松出張所・高松地域センター（北区高松原古才247） 

(6) 航空隊（南区浦安南町671-1） 

(7) 消防教育訓練センター総合訓練施設（中区桑野116-3） 

(8)     〃     水難救助訓練施設（南区浦安南町495-88 南消防署敷地内） 

※西消防署については４、５階の消防情報通信センターも含む 

 

５ 業務内容 

(1) 消防用設備等総合点検及び機器点検 

上記署所全てに設置されている消防用設備等について、消防法第１７条の３の３、消防法施

行規則第３１条の６の規定ほか関連法令に基づく消防用設備等の総合点検及び機器点検を実



施するもの。（数量については別紙１・２参照） 

点検後は、一般社団法人岡山県消防設備協会発行の点検済みシールを貼ること。 

なお、本業務では消火器の内部点検及び機能点検、耐圧性能試験は行わない。 

 (2) 特定建築物に係る防火設備点検 

    上記署所のうち北消防署、西消防署、中消防署、南消防署及び消防教育訓練センター水難救

助訓練施設に設置されている防火設備について、建築基準法第１２条の規定ほか関連法令に基

づく防火設備の点検を実施するもの。（数量については別紙３参照） 

なお、受託者に「防火設備検査員」がいない場合は、監督員と協議のうえ当該点検業務につ

いて「一部再委託届」を提出し、これを再委託することができる。 

 

６ 報告書 

点検終了後、遅滞なく以下の書類を提出すること。 

※すべて電子データでの提出でも可。 

(1) 消防用設備等総合点検及び機器点検 

前期点検完了後、消防用設備等（特殊消防用設備等）点検結果報告書（様式）を各点検場所

における管轄消防署の予防係に提出すること。消防署への提出方法は電子申請でも可とする。 

また、消防署に提出した点検結果報告書と同じ報告書（管轄消防署の届出済印がないもので

も可）を消防企画総務課へ各１部提出すること。 

なお、後期点検時については、管轄消防署及び消防企画総務課への消防用設備等（特殊消防

用設備等）点検結果報告書（様式）の提出は不要とする。 

電子申請に関する詳細は下記ホームページを参照すること。 

岡山市消防電子申請：https://www.city.okayama.jp/kurashi/0000036191.html 

  (2) 特定建築物に係る防火設備点検 

防火設備定期検査報告書（第三十六号の八様式）、報告概要書（第三十六号の九様式）及

び検査結果図（別添１様式（Ａ３））を消防企画総務課へ各１部提出すること。 

なお、検査結果図は、消防企画総務課が別途提供する図面（CADまたはPDFデータ）を基に

して防火設備点検結果を明記すること。 

(3) 点検報告書 

   前期点検及び後期点検完了後、点検場所ごとの点検結果に関する報告書（様式不問）を消

防企画総務課へ各１部提出すること。 

 

７ 支払方法 

   前期点検完了後に契約額の５０％を支払い、残額はすべての業務完了後の支払いとする。 

なお、端数が生じた場合は前期支払額に含めるものとする。 

 

８ 担当者  

消防局 消防総務部 消防企画総務課   



経理係 天野 （ＴＥＬ：０８６－２３４－９９７２） 

 

９ その他 

(1) 実施日については事前に担当者と協議し、書面にて報告すること。 

(2) 業務にあたっては、安全対策に万全を期すとともに施設等に損壊などないようにすること。

特に緊急出動等の妨げにならないように十分注意すること。 

(3) 不明な点については、当局と協議の上実施すること。 
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1 10型粉末消火器 本 46 30 12 13 8 11 12 9 141

2 50型粉末消火器 本 5 3 1 1 1 1 12

屋内消火栓設備

3 　　 加圧送水装置 台 1 1 2

4 操作盤 面 1 1 2

5 呼水装置 台 1 1 2

6 屋内消火栓（易操作） 台 12 12

屋内消火栓 台 8 8

ホース耐圧性能点検（3年に1回） 式

8 式 1 1

9 移動式粉末消火設備 台 3 3

自動火災報知設備

10 受信機　P型１級 台 2 1 1 1 1 6

11 受信機　R型 台 1 1

12 副受信機 台 1 1 1 3

13 中継器 式 2 2

14 発信機 個 14 9 3 5 3 4 38

15 地区音響装置 個 2 9 7 5 3 26

16 差動式スポット型感知器 個 197 157 66 77 23 20 540

17 差動式分布型感知器 個 8 8

18 定温式スポット型感知器 個 84 31 10 16 6 7 154

19 光電式スポット型感知器 個 128 21 38 10 1 12 210

20 光電アナログ式スポット型感知器 個 28 28

警報設備

21 非常警報設備 台 4 3 7

22 非常放送設備 台 1 1

23 スピーカー 個 138 138

避難器具

24 避難はしご 台 3 3 1 7

25 　 避難ハッチ 台 2 2

26 緩降機 台 1 1 2

27 救助袋（斜降式） 台 1 1

誘導灯及び誘導標識

28 誘導灯 台 8 8

29 誘導標識 枚 26 26

30 排煙設備 台 8 8

31 非常電源（専用受電設備） 式 1 1

非常電源（自家発電設備） 式 1 1

自家発負荷運転または内部観察等 式 1 1

防火設備（防排煙制御設備）

32 感知器 個 21 13 5 4 3 46

33 防火戸（常時閉鎖） 枚 17 6 2 2 1 28

34 防火戸（随時閉鎖） 枚 5 4 4 2 3 18

35 防火シャッター（　〃　） 枚 13 14 3 30

36 耐火クロススクリーン（　〃　） 枚 2 2

37 防火ダンパー 個 16 18 2 36

38 手動開閉装置 個 11 3 2 6 22

39 排煙窓 個 16 16

40 垂れ壁 個 7 7

41 配線点検 式 1 1 1 1 1 1 1 1 8

設　備　名

不活性ガス消火設備(N2ﾎﾞﾝﾍﾞ20.3㎥×9本)

7

32

別紙１



後期点検（機器点検）設備一覧

NO
単
位

北
消
防
署

（

倉
庫
棟
含
む
）

西
消
防
署

中
消
防
署

南
消
防
署

西
消
防
署
高
松
出
張
所
・

高
松
地
域
セ
ン
タ
ー

航
空
隊

消
防
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー

総
合
訓
練
施
設

消
防
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー

水
難
救
助
訓
練
施
設

小
計

消火器具

1 10型粉末消火器 本 46 30 12 13 8 11 12 9 141

2 50型粉末消火器 本 5 3 1 1 1 1 12

屋内消火栓設備

3 　　 加圧送水装置 台 1 1 2

4 操作盤 面 1 1 2

5 呼水装置 台 1 1 2

6 屋内消火栓（易操作） 台 12 12

屋内消火栓 台 8 8

ホース耐圧性能点検（3年に1回） 式 8 8

8 式 1 1

9 移動式粉末消火設備 台 3 3

自動火災報知設備

10 受信機　P型１級 台 2 1 1 1 1 6

11 受信機　R型 台 1 1

12 副受信機 台 1 1 1 3

13 中継器 式 2 2

14 発信機 個 14 9 3 5 3 4 38

15 地区音響装置 個 2 9 7 5 3 26

16 差動式スポット型感知器 個 197 157 66 77 23 20 540

17 差動式分布型感知器 個 8 8

18 定温式スポット型感知器 個 84 31 10 16 6 7 154

19 光電式スポット型感知器 個 128 21 38 10 1 12 210

20 光電アナログ式スポット型感知器 個 28 28

警報設備

21 非常警報設備 台 4 3 7

22 非常放送設備 台 1 1

23 スピーカー 個 138 138

避難器具

24 避難はしご 台 3 3 1 7

25 　 避難ハッチ 台 2 2

26 緩降機 台 1 1 2

27 救助袋（斜降式） 台 1 1

誘導灯及び誘導標識

28 誘導灯 台 8 8

29 誘導標識 枚 26 26

30 排煙設備 台 8 8

31 非常電源（専用受電設備） 式 1 1

非常電源（自家発電設備） 式 1 1

自家発負荷運転または内部観察等 式

防火設備（防排煙制御設備）

32 感知器 個

33 防火戸（常時閉鎖） 枚

34 防火戸（随時閉鎖） 枚

35 防火シャッター（　〃　） 枚

36 耐火クロススクリーン（　〃　） 枚

37 防火ダンパー 個

38 手動開閉装置 個

39 排煙窓 個

40 垂れ壁 個

41 配線点検 式

設　備　名

不活性ガス消火設備(N2ﾎﾞﾝﾍﾞ20.3㎥×9本)

7

32

別紙２



前期点検（防火設備点検）設備一覧
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1 10型粉末消火器 本

2 50型粉末消火器 本

屋内消火栓設備

3 　　 加圧送水装置 台

4 操作盤 面

5 呼水装置 台

6 屋内消火栓（易操作） 台

屋内消火栓 台

ホース耐圧性能点検（3年に1回） 式

8 式

9 移動式粉末消火設備 台

自動火災報知設備

10 受信機　P型１級 台

11 受信機　R型 台

12 副受信機 台

13 中継器 式

14 発信機 個

15 地区音響装置 個

16 差動式スポット型感知器 個

17 差動式分布型感知器 個

18 定温式スポット型感知器 個

19 光電式スポット型感知器 個

20 光電アナログ式スポット型感知器 個

警報設備

21 非常警報設備 台

22 非常放送設備 台

23 スピーカー 個

避難器具

24 避難はしご 台

25 　 避難ハッチ 台

26 緩降機 台

27 救助袋（斜降式） 台

誘導灯及び誘導標識

28 誘導灯 台

29 誘導標識 枚

30 排煙設備 台

31 非常電源（専用受電設備） 式

非常電源（自家発電設備） 式

自家発負荷運転または内部観察等 式

防火設備（防排煙制御設備）

32 感知器 個 21 13 5 4 3 46

33 防火戸（常時閉鎖） 枚 17 6 2 2 1 28

34 防火戸（随時閉鎖） 枚 5 4 4 2 3 18

35 防火シャッター（　〃　） 枚 13 14 3 30

36 耐火クロススクリーン（　〃　） 枚 2 2

37 防火ダンパー 個

38 手動開閉装置 個

39 排煙窓 個

40 垂れ壁 個

41 配線点検 式

設　備　名

不活性ガス消火設備(N2ﾎﾞﾝﾍﾞ20.3㎥×9本)

7

32

別紙３


